
第
六
十
六
回 

神
道
史
学
会
大
会 

研
究
発
表
希
望 

要
旨 

出
雲
国
造
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
の
変
容
と
そ
の
後 

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科 

特
別
研
究
生 

 

中
山
さ
ら 

 

出
雲
国
造
神
賀
詞
の
国
史
上
の
記
事
等
を
も
と
に
、
儀
礼
の
変
容
と
そ
の
後
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

出
雲
国
造
神
賀
詞
は
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
成
立
の
『
日
本
書
紀
』
と
同
時
代
で
あ
る
霊
亀
二
年
（
七

一
六
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
天
長
十
年
（
八
三
三
）
ま
で
国
史
上
に
記
さ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
。

神
賀
詞
の
奏
上
に
関
連
す
る
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
『
類
聚
国
史
』『
日
本
後
紀
』『
続
日
本
後
紀
』
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
。 

『
延
喜
式
』
巻
八
祝
詞
の
詞
章
は
『
日
本
書
紀
』
巻
二
第
九
段
一
書
第
二
に
あ
る
大
物
主
神
が
皇
孫
を
護

る
と
い
う
概
念
と
共
通
し
て
お
り
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
語
ら
れ
る
神
話
と
出
雲
国
造
神
賀
詞
の
な
か
で

語
ら
れ
る
神
話
に
は
、
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

国
史
上
す
べ
て
の
奏
上
記
事
等
か
ら
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
の
変
容
は
宝
亀
・
延
暦
年
間
で
あ
る

こ
と
を
結
論
と
し
、
即
位
し
た
天
皇
が
国
造
を
任
命
す
る
と
い
う
形
式
の
変
化
が
存
在
す
る
可
能
性
を
述

べ
た
上
で
、
八
世
紀
は
二
月
に
行
わ
れ
て
い
た
儀
礼
が
九
世
紀
に
は
二
月
で
は
な
く
な
る
等
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
中
臣
氏
・
忌
部
氏
が
関
わ
る
天
皇
の
即
位
儀
礼
に
も
注
目
。
『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』『
古
語
拾

遺
』
等
か
ら
中
臣
氏
・
忌
部
氏
の
状
況
を
確
認
し
た
。『
日
本
書
紀
』
巻
一
第
七
段
の
神
話
で
活
躍
が
語
ら

れ
る
祭
祀
氏
族
忌
部
氏
の
状
況
と
連
動
す
る
よ
う
に
出
雲
国
造
神
賀
詞
は
変
容
し
、
そ
の
後
国
史
上
か
ら

姿
を
消
す
の
で
あ
る
。 


